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電力×交通のセクターカップリングによる
CN研究への貢献

https://www.jst.go.jp/sip/sems/sympo2025.html
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電力・交通データ連携型スマートEMSプラットフォームの構築と実装
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[エネルギー＝電力] と [モビリティ＝パブリックEV] のカップリング

SIP
第3期

※パブリックEV：EVバス、EV
タクシー等の公共交通

地域PV余剰電力のEV利用率の最大化
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どんなデジタルデータを用いて、何を作り、何を成果とするのか
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気象や遅延の不確実性を踏まえた
PV余剰のEVバスによる
最大利用を実現

PV余剰電力推定

時間

【目的】パブリックEVによる地域PV余剰電力利用率の最大化の実現
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電力・交通データ連携型スマートＥＭＳプラットフォーム（パブリックEMS）の構築
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どんな分野・学会の人材が必要か？
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地域のレジリエンス価値評価

電力セクター
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スマートメータ

充電ステーション
充電ステーション

余剰安価PV発電の最適使用に
よる経済・環境価値評価

Public EMS Building EMS

V2Xを活用する
・需給シミュレーション
・電力取引市場シミュレーション 卸電力市場

需給調整市場
容量市場

非化石価値取引市場

電動バス電費予測

地域PV
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最適充電計画

双方向
ワイヤレス給電
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VPP/V2X事業性評価ツール

電気学会

土木学会

日本冷凍空調学会

都市計画学会

日本建築学会

エネルギー
資源学会

電子情報通信学会
人工知能学会

公益事業学会

自動車技術会

情報処理学会
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カーボンニュートラル人材の育成
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国公私立13大学連携 電力・エネルギ―系博士5年一貫制教育(2018～)
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産業創出力

国際
連携力

専門力

融合力

共同
研究力

俯瞰力

PEPルーブリック
博士人材の強み・魅力を可視化

共通学籍（早大）を付与
本属と早大2つの学生証を持ち、
双方のリソースを利用可能

文科省 卓越大学院プログラム 「パワー・エネルギー・プロフェッショナル(PEP)育成プログラム」
国公私立13大学での5年一貫博士人材育成スキーム（2018年度～、最終評価：最高S評価）

国公私立13大学連携による国際標準化教育
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国公私立13大学間連携の博士人材育成が生み出しているもの 2018～
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電力中央研究所

ENEOS [石油・化学]

産業技術総合研究所
福島再生可能エネルギー研究所

パワーアカデミー
[電気事業連合会/全10電力]

東京ガス［ガス］

協定締結連携先機関

共同研究先 約70社
電気・自動車・住宅メーカー、ゼネコン、
通信会社 等

東京都立大学

北海道電力

東北電力

東京電力

中部電力

四国電力

沖縄電力

九州電力

中国電力
関西電力

北陸電力

林 泰弘 石井 英雄

北 裕幸

斎藤 浩海

伊藤 雅一

舟木 剛

早川 直樹

造賀 芳文

辻 隆男

北條 昌秀

末廣 純也

産業創出力

共同研究力

国際連携力

深い専門力

強い融合力

広い俯瞰力

修了生人数 77 名
海外大学・研究機関との共同研究
実施件数 84 件

国内外企業との協同研究実施件数 296 名

13大学が承認した
全学長が押印の修了証

千住 智信

文部科学省
最高S評価

https://dpt-pep.w.waseda.jp/
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国公私立13大学連携による博士教育の国際的評価・産業界からの評価
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国際的な高い評価 産業界からの高い評価
Towards a Global Core Value System 
in Doctoral Education (UCL Press, 2022)
への掲載

書籍

複数指導体制・ルーブリック・
審査の組合わせにより、
学生の成長とその可視化が
効果的に行われている

Chapter5 世界の事例
‐Vignette‐
１ 日本（PEP）
２ 南アフリカ‐イギリス
３ ドイツ
４ アメリカ

【経団連】採用と大学教育の未来に関する産学協議
会「産学連携推進分科会」でPEPを紹介

組織図
採用と大学教育の未来に関する産学協議会

（略称：産学協議会）

【座長】 十倉雅和 経団連会長（住友化学会長）
大野英男 就職問題懇談会座長

（東北大学前総長/総長特別顧問）

【委員】経団連側：副会長、審議員会議長・同副議長、
教育・大学改革推進委員長

大 学 側 ：国立大学協会、日本私立大学団体連合会、
公立大学協会の各団体長ら、国公私立大学の
学長約10名

幹事会

産学連携推進分科会 採用・インターンシップ分科
会

PEPは先進的博士教育の
代表例として日本から唯一紹介

特にPEPルーブリックによる
博士課程教育の質保証が高く評価

評価されたポイント
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CN人材育成のための全大学院横断型副専攻の設置（早稲田大学）
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人文社会科学系
5コース連携先機関

• みずほグループ
• 野村証券

• 大和証券
• 野村不動産

• デロイトトーマツ
• PwCアドバイザリー
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まとめ
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建築

システム
制御

冷凍
空調

セクターカップリングと大学間連携によるCN人材育成 学会間連携へ
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公益
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電子
情報
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土木
自動車
技術

CN人材育成

マルチコネクション
異分野のプロフェッショナルが

学会活動を通してマルチにつながる

社会価値創造

マルチパスウェイ
異分野融合教育を受けた
博士人材を増やす

電気
社会
科学

情報

機械

化学

建築

大学間連携・産学連携でのカーボンニュートラル人材育成（PEPなど）

産業界

人が動き学会が動けば、業界が変わり、社会が変わる

機械

アカデミア
大学・研究機関

電気
学会

応用
物理

電気
化学
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